
作り方

・ 事前にアイロンをかけてシワを伸ばしておく。
・ 縫い始めと縫い終わりに返しミシンを入れると、縫いほつれを防ぐことができます。
・ 柄の方向はお好きな方向で裁断してください。

ベルト用布 ： 1枚 本体用布 ： 1枚（縫い代含む）

・ 工程ごとにアイロンをかけると仕上がりがきれいです。

ベルト用布の左右1cmを折り込み
アイロンをかけ、二つ折りにして
両端から0.2cmの位置をミシンで縫う。

11 図のように本体を中表に
二つ折りにして重ねる。
返し口位置に印をつける。

本体用布の表側、図の位置に　 で作成した
ベルトを置き端をミシンで仮止めする。
仮止めの縫い位置は1cmの縫い代内に収めること。

122

端から1cmの位置を図のように三方を
ミシンで縫う。このとき、表に返すための
返し口を8～10cm程度あけておく。

44 返し口から本体を表にひっくり返し、
アイロンでかたちを整え、周囲の端から
0.2cmの位置を、端の10cmを残してミシンで縫う。

55 本体右端を5cm幅に折り返す。66

本の厚さに合わせて左のベロを折り返しベルトに通して完成。88折り返した部分の上下を端から0.2cm内側をミシンで縫う。77

33

●洗濯により多少縮みます。 ●洗濯する場合は、大きめに作成することをおすすめします。 ●一般的な文庫本サイズを想定しています。

文庫本カバー

おもて11.5cm

5cm

仕上がり寸法：約16.5cm
（本の入る寸法：約16.1cm）
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